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I 薬剤抵抗性の概況

ミ カ ン ト ゲ コ ナ ジ ラ ミ (A leurocanthus sþin俳rus

(QUAINTANCE) ) は， 明治中期 に 海外か ら 侵入 し た も の と

考 え ら れて お り ， 現在で は ほ ぽ 日 本の カ ン キ ツ 産地全体

へ分布 を 広 げ て い る 。 本種 に は， 1925 年 に 中 国 か ら 導

入 さ れた有力 な寄生蜂 シ ル ベ ス ト リ コ パチ がお り ， 通常

は こ の天敵に よ っ て コ ナ ジ ラ ミ の密度 は低 く 抑 え ら れて

い る (大串， 1969) 。

ま た ， 本種 は一般 に 薬剤感受性が高 く ， DMTP， ジ

メ ト エ ー ト ， ア セ フ ェ ー ト な ど， カ ン キ ツ 害虫防除 に 広

く 用 い ら れて い る 有機 リ ン剤で十分 な 防除効果 を 上 げて

き た (表-1) 。 し か し ， 1987 年 に 愛媛県南部 の 吉 田 町で

行っ た 試験結果 で は ， こ れ ら の有機 リ ン剤の一部で感受

性の低下が認 め ら れ て お り (表一1) ， 近年 に お け る 本種

の多発は， 薬剤の感受性低下 も ー要因 に な っ て い る と 思

われた。

そ こ で， 有機 リ ン剤 に替わ る 有効薬剤 の探索 を行 っ た

と こ ろ ， IGR 剤 の プ プ ロ フ ェ ジ ン， 合成 ピ レ ス ロ イ ド

剤の フ ェ ン プ ロ パ ト リ ン， ク ロ ロ ニ コ チ ニ ル剤 の イ ミ ダ

ク ロ プ リ ド な どで高い 防除効果が認め ら れた。 ま た ， 有

機 リ ン 剤 で は ア セ フ ェ ー ト ， PAP， ジ メ ト エ ー ト で ほ

と ん ど殺虫活性が認め ら れず， 有機 リ ン剤 に対す る 感受

性 は 年々 低下 し て い る こ と が う か が わ れ た (表一2) 。 本

種の最近の 防除試験成績 は少 な い た め ， 全国的 な抵抗性

の実態 に つ い て は 明 ら か で は な い が， 愛知県 の ほ か に 高

知県で も ジ メ ト エ ー ト 等 に対す る 感受性低下事例が報告

表 - 2 ミ カ ン ト ゲ コ ナ ジ ラ ミ 2 齢幼虫 に対す る 各種薬剤の綾

虫活性1)

薬剤名

DMTP 
ジ メ ト エ ー ト
PAP 
ア セ フ ェ ー ト
ププ ロ フ ェ ジ ン
NAC 

有効成分 補正剤l型
含有率

希釈倍数
死亡率 (% )

EC 40 1 ， 500 72 . 1  

EC 43 1 ， 000 6 . 3  
EC 50 1 ， 000 4 . 4  
WP 50 1 ， 500 。
WP 25 1 ， 000 99 . 5  
WP 50 1 ， 000 4 1 . 6  

フ ェ ン プ ロ パ ト リ ン EC 10 2 ， 000 100 
ジ メ ト エ ー ト EC 30 1 ， 500 100 
+ フ ェ ンI � レ レ ー ト 10 
イ ミ ダ ク ロ プ リ ド FL 20 2 ， 000 100 
ピ リ ダベ ン WP 20 3 ， 000 87 . 5  
ア ミ ト ラ ズ EC 20 1 ， 000 79 . 9  

川 愛媛県八幡浜市産， 1993 年.

表-1 ミ カ ン ト ゲ コ ナ ジ ラ ミ の防除試験概要"

実施場所
静岡県 三重県 徳島県 愛媛県 愛媛県 高知県 大分県 長崎県
清水市 津市 勝浦町 松山市 吉田町 高知市 津久見市 大村市

実施年次 1979 1982 1992 1979 1987 1978 1979 1978 

発育齢期 2 齢~踊 l 齢~嫡 1�3 齢 1�2 齢 1�3 齢 卵�1 齢 1�2 齢 1�3 齢

DMTP EC 40 1 ， 500 倍 100 100 99 . 4  94 . 8  
ジ メ ト エ ー ト EC 4 3  1 ， 000 99 . 5  68 . 5  56 . 9  100 100 
ア セ フ ェ ー ト WP 50 1 ， 500 100') 100 43 . 0  58 . 4  100 100 
メ カ ルノ T ム EC 25 700 100 100 100 
PAP EC 50 1 ， 000 95 . 3  87 . 7  

無散布 26 . 7  2 . 9  38 . 4  46 . 4  22 . 6  32 . 1  56 . 3  14 . 5  

l )  : ヵ ン キ ツ 農薬連絡試験 ( 日 本植物防疫協会) よ り 抜粋.
2) : 数字 は死虫率 を示す.

Methods for the ν'leasurement of  Susceptibility of Agricultural Insect Pests to  Insecticides. The Citrus Spiny Whitefly， 
A leurocanthus 者Pinifen時 (QUAINTANCE) . By Seiichi KUBOTA 

( キ ー ワ ー ド : 半麹 目 ， ミ カ ン ト ゲ コ ナ ジ ラ ミ ， 薬剤j感受性， 検定法)
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さ れて お り (表-1) ， 有機 リ ン剤 に対す る 感受性低下 は，

一部地域 だ け の現象で は な い と 考 え ら れた 。

E 供試虫の準備

供試虫の入手 :

本種の成虫 は， 振動 を 与 え る と す ぐ 飛 び立つ こ と ， 寿
命が短 い こ と (250Cで約 5 日 ) な ど か ら 扱 い に く い た

め， 摘 を採集す る の が最 も 能率的であ る 。

幼虫 (1�3 齢 を 経過) と 婦 と は形態 的 に は 大 き な 差

は な いが， 婦 は体長が雌で 1 . 1 mm 程度 に な る こ と ， 白

い縁取 り が明瞭 に な る こ と な どか ら ， 肉眼で も 区別可能

であ る 。

す す 病 の 発生 を 目 安 に し て 寄生 し て い る 場所 を 探 す

が， 特 に樹冠内部で発生が多 い た め ， 樹の株元 に し ゃ が

み込み， 見上 げ る よ う に し て 葉裏 を 見て い く と 見つ けや

す い。 寄生 は 旧葉， 新薬 と も 行わ れ る が， 旧葉では前世

代 ま での羽化殻， 死亡個体な どが累積 し て付 い て い る た

め， 指でつ ぶ し て み て体液が出 る か ど う か を 目 安 と し て

生存虫か ど う か を判断す る 。 寄生薬 は そ の ま ま ビニル袋

に入れ， 高温過湿 に な ら な い よ う に し て 持 ち 帰 る 。

愛媛県南部で は 年 4 回 の 発 生 で あ り ， 婦 の 寄生時期

(平年) は 3 月 下旬�5 月 中 旬， 6 月 中 旬�7 月 上旬， 8 

月 上~中旬， 9 月 中旬�10 月 上句 で あ る 。

供試虫の累代飼育 :

本種 は， カ ン キ ツ 類 の 中 で も 品種 に よ り 寄生性 に 多少

の差があ る こ と が知 ら れて い る が， 筆者が供試 し た 温州、|

ミ カ ン， 宮内伊予柑， 八朔で は 発育 に 特 に 問題 は な か っ

た 。

飼育 に は ポ ッ ト 植 え の カ ン キ ツ 類苗木 を 用 い る のが便

利であ る 。 持 ち 帰 っ た 踊 を薬 に つ い た ま ま ， テ ト ロ ン ゴ

ー ス を かぶせ た 苗木 に 接種す る 。 旧葉 よ り も 新薬の ほ う

がそ の後の生存率が高 い の で， 新葉が出 て い な い時期 に

は あ ら か じ め 強 め の 奥定 を行 っ て 新薬 を 出 し て お く と よ

い。 ま た ， ガ ラ ス 室で は コ ウ ノ シ ロ ハ ダニ な どが寄生 し

て 早期落棄 を起 こ す こ と があ る 。 こ れ ら のハ ダニ が多発

し て 防除 を行 う 場合 は ， ピ リ ダベ ンや ア ミ ト ラ ズ の よ う

に コ ナ ジ ラ ミ に も 活性が高 い殺ダニ剤 は 控 え る (表ー2) 。

接種後 2�3 世代程度 の 累代飼育が可能 で あ る が， 寄生

密度が高 く な り す ぎ た り ， ハ ダニ類の寄生な ど に よ り 供

試樹の葉が劣化 し た場合 は， 適宜新 し い樹 と 交換す る 。

皿 薬剤感受性検定法

検定法の特徴 :

本種の薬剤感受性検定法 に は ， 首木 に 寄生 さ せ た 幼虫

を 用 い た 噴霧法が用 い ら れて い る 。 こ の 方 法 は 供試樹の

収容 に や や広 い面積 を必要 と す る も の の， 圃場試験 に 近

い状態 の試験 を 行 う こ と がで き る 。 薬剤 に 対 し て 最 も 感

受性が高 い の は 1 齢幼虫 で あ る が， 1 齢幼虫 は ふ化時に

定着 に 失敗 し て 死亡す る 個体が多 い た め ， 2 齢幼虫 ま で

発育 し た個体 を供試 し た ほ う が試験の ふ れが少 な い。

供拭虫 :

累代飼育 を 行 っ て い る 苗木か ら 成虫 を採集 し ， テ ト ロ

ン ゴー ス を かぶせ た 新 し い苗木 に 接種す る 。 成虫の採集

は 自 作の 吸虫管 ( テ ト ロ ン ゴ ー ス を かぶせ た ピ ニ ル チ ュ

ー プに マ イ ク ロ ピ ペ ッ ト の チ ッ プ を 差 し込み， 虫 の 大 き

さ に 合わ せ て チ ッ プの先 を切断 し た も の ) を 用 い る と 能

率的であ る 。 雌雄 は大 き さ で識別可能で あ る が， 雌雄 を

区別せ ず成虫 す べ て を 採集す る 。 l 樹当 た り 100 頭程度

を 目 安 に 成虫 を 放飼 し ， 1�2 日 後 に 成虫 を 除去 す る 。

250Cで は産卵 か ら 2 齢幼虫 に な る ま で に 約 21 日 を 要 す

る 。

検定手)1贋 :

① 2 齢幼虫が 50�100 頭程度寄生 し た l 年生校 を ，

I 樹当 た り 2 枝 ラ ベ ル し ， 1 葉 ご と に ル ー ペ を 用 い 寄生

虫数を調査す る 。 2 齢幼虫 を対象 と す る 場合 は， 他の発

育態 は ピ ン セ ッ ト で除去す る 。 1 薬剤 あ た り 3 樹 を 供試

す る 。

② 小型噴霧器 な ど を 用 い樹全体 に 散布す る 。 葉裏 に

薬液が十分付着す る よ う ， 噴 口 を上 に 向 け て た っ ぷ り の

量 を散布す る 。 散布後， 薬液が乾燥す る ま で野外 に 放置

し， そ の 後 ガ ラ ス 室 な ど雨 の 当 た ら な い 場所で管理 す

る 。 か ん水時 に は樹 に 水がかか ら な い よ う に 注意す る 。

③ 無処理の大半の個体が蝋 に な っ た 時期 に ， 供試虫

の生死 を ルーペ で判定す る 。
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